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第３回：支笏湖の恵みと保全

支笏湖から考える
       ～生態系サービスがもたらす持続可能な社会～

WEB
同時配信入場無料

共同開催
特別シリーズ

　今、アフターコロナ・ウィズコロナ時代の自然共生と
持続可能な社会のありかたが問われています。本シリー
ズでは、北海道民にとって身近な自然である支笏湖に着
目することで、生物多様性と地勢の複雑なネットワーク
を基盤とする生態系がもたらす“恩恵と脅威”、その“開発
と保全”、さらには“日常と非日常”の視点を通じて支笏湖
の温故知新を図り、様々なステークホルダーとともに「
生態系サービスがもたらす持続可能な社会」について考生態系サービスがもたらす持続可能な社会」について考
える対話（トランスサイエンス）の場を設けることにし
ました。
　特別シリーズ3回目は、支笏湖の
ブランドであるチップ（ヒメマス）の
お話、環境省レッドリストで
絶滅危惧種に指定されている
チトセバイカモとその近縁種について、そして市民と共
にある支笏湖の現在と過去を通じて、 “支笏湖の恵みと
保全“を考えます。
　本シリーズでは、
コロナ世情を勘案し、
対面式講演とウェブ
同時配信を行います。


